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HINOTORIは、2016年度から推進してきた、野辺山 45m電波望遠鏡に 2 or 3バンド同時観測（単一鏡・VLBI）
システムを構築する事業である。H22受信機 (22 GHz帯）+ H40受信機 (43 GHz帯）同時観測システムは科学
運用 (VLBI・単一鏡）に公開され（学会講演 2017年秋季V103b、V106a）、科学成果を挙げつつある (2021年秋
季N18a）。H22+Z45受信機 (43 GHz帯）同時観測システムの完成も目前である。TZ受信機 (86 GHz帯）を加え
た３バンド同時観測システムもほぼ完成し（2020年春季V116c、2021年春季V120b）、Doppler tracking 機能が
TZ受信機信号にも付加されれば、この３バンド同時観測（単一鏡）システムにおいても科学運用に投入できる目
処が立つ。しかし、86 GHz帯VLBI初フリンジ検出を未だ実現しておらず、その原因究明が急がれる。本講演で
は、昨今のHINOTORI全般の状況について報告し、新たな観測モードの公開に向けて広く周知することとする。


